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社会福祉の歴史研究

　社会福祉の歴史的展開過程を探究し、その発展の要因を考察する。まず、欧米における社会福祉の発達過程に
ついてふれ、その先駆的な歴史の流れから社会福祉発達の原理を学びとって行きたい。つぎにわが国の社会福祉
の歴史について、前史としての古代社会や封建社会の動向から、近代社会以降、さらに戦前と戦後の時代的変遷
とその特徴を検討する。社会福祉が、どのような社会状況のもとで、どのように成立し、いかに展開してきたか
を知ることにより、現状を分析し、未来の展望を試みる手だてとしたい。

前期　
　１．社会福祉おける歴史的研究の意義と課題
　２．社会福祉前史
　３．イギリスの社会福祉
　４．中世社会の慈善事業
　５．キリスト教の慈善事業
　６．救貧法の成立
　７．新救貧法の成立
　８．社会事業の成立
　９．福祉国家と社会福祉の展開．
１０．近年のイギリスにおける福祉改革
１１．アメリカの社会福祉
１２．植民地時代の救貧体制
１３．社会保障の成立と専門社会事業の確立
１４．第二次世界大戦後の社会福祉
１５．貧困戦争の破綻と福祉権運動

後期
 １６．日本の社会福祉のあゆみ
 １７．古代社会の慈善救済　
 １８．中世社会の慈善救済
 １９．前期封建社会と慈善救済
 ２０．後期封建社会と慈善救済
 ２１．感化救済事業の萌芽と形成
 ２２．社会事業の成立と展開
 ２３．社会事業から厚生事業へ
 ２４．戦後改革期の社会福祉
 ２５．福祉三法の成立
 ２６．社会保障と社会福祉の後退
 ２７．高度成長期の社会福祉
 ２８．福祉六法体制
 ２９．日本型福祉社会と社会福祉の課題
 ３０．新しい社会福祉の動き

必要に応じ印刷教材を配布します。またVTR やVID などによる視聴覚教材を活用する予定です。

授業出席状況、および授業時に提出する小レポート、前期・後期にそれぞれ提出してもらう期末レポートまたは
試験による総合評価を予定しています。

「社会福祉概論」または「社会福祉」を履修済みであることが望ましい。

http://www.icc.ac.jp/


